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１ はじめに 
 東広島市環境審議会（以下「審議会」という）は、家庭ごみの有料化に関
して、平成２３年４月に、「東広島市においても家庭ごみ有料化を実施すべ
きである」との旨の答申を行っています。 

 本市では、この答申を受けて、家庭ごみの有料化導入前に、今一度、市民
に対し、啓発強化のための「ごみの減量化方針」を平成２４年１０月に策定
し、ごみブックの全戸配布、啓発ＤＶＤの作成、減量出前講座の開催、古着
古布の拠点回収に加え、平成２６年度からは使用済小型家電回収に取り組む
など、ごみ減量化とリサイクルの推進を『まちぐるみ』で展開してきました。 

 しかし、今後のゼロエミッションシティ（環境先進ビジョン）を実現する
ためには、より一層のごみの減量化とリサイクルの推進に取り組む必要があ
ります。 

 具体的な数値目標として、平成２２年３月に策定した「一般廃棄物処理基
本計画」（以下「基本計画」という）では、平成３６年度までにリサイクル
率を２４％以上にすること、平成２４年３月に策定した「東広島市環境基本
計画」では１人１日当たりのごみ排出量は８５０ｇを達成することを掲げて
います。 

 これらの目標を達成するためには、様々なごみ減量施策とリサイクル推進
方策を一体的に展開することが必要ですが、大幅なごみ減量化を目指すため
の施策の一つとして、「平成２９年１０月１日から、家庭ごみ有料化の実
施」を目指しています。 

 「家庭ごみ有料化実施計画」は、平成２３年４月の市環境審議会の答申を
踏まえて策定したものであり、今後は、家庭ごみ有料化の実現に向けて、条
例改正等の必要な手続きはもとより、徹底した市民周知に取り組んでまいり
ます。 
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2 背景 

①基本計画の概要 

 基本計画は平成３６年度までの１５年間のごみ減量施策とリサイクル推進方策を定めたもの
で、「地球環境保全の視点から『ごみの排出抑制』を中心課題として位置づけ、住民、事業者、
行政が一体となって循環型社会システムの構築を目指すものとする」ことを基本方針としてい
ます。 

基本方針 
地球環境保全の視点から『ごみの排出抑制』を中
心課題として位置づけ、住民、事業者、行政が一
体となって循環型社会システムの構築を目指す 

数値目標 

①ごみの減量化 
 （１人１日当たりのごみ排出量） 

平成２７年度 

９４６ｇ 

②リサイクル目標 
 （リサイクル率） 

平成３６年度 

２４％以上 

③最終処分量の目標 
平成３６年度 

０ｔ/年度 

重点施策 
①家庭ごみの有料化等の検討 

②事業系ごみ手数料の見直し 

③新施設整備と分別種の変更 
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東広島市環境基本計画 [東広島市】 

（Ｈ24.3：東広島市環境基本条例により策定・実施中＝Ｈ24～Ｈ33） 

８５０g/日・人（Ｈ３３年度） 
アンケート（ごみと資源物の分別を実
施）回答１００％ 

東広島市ごみ減量化・リサイクル推進計画 [東広島市環境審議会] 

（Ｈ19.3策定・実施中＝Ｈ19～Ｈ27、Ｈ23.4見直し） 

９００g/日・人（Ｈ２７年度） 
家庭ごみの有料化によるごみ減量化・
リサイクルの推進 

一般廃棄物処理基本計画 [東広島市、竹原市、大崎上島町、広島中央環境衛生組合] 

（Ｈ22.3：廃棄物処理法により策定・実施中＝Ｈ22～Ｈ36）Ｈ28中間見直し予定 

９４６g/日・人（Ｈ２７年度） 
リサイクル率 

２４％以上（Ｈ３６年度） 

第3次広島県廃棄物処理計画 842ｇ/日・人（Ｈ27年度） 

国循環型社会形成推進基本計画 1,067ｇ/日・人（Ｈ27年度） 

②各種計画の数値目標 
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③ごみ排出量の状況 

 近年、本市のごみ排出量は緩やかな増加傾向であり、平成26年度は一人１日当たりのごみ
排出量は９９９ｇとなりました。 
 現状の傾向のまま推移した場合には、平成２７年度の排出量は１，００６ｇとなり、環境基
本計画の目標値８５０ｇを達成することは不可能であると考えています。 
 

  H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 

東広島市 

可燃物処理 
施設に搬入 

(t) 

家 庭 系 27,095  28,064  28,297  28,682  29,551  29,926  

事 業 系 24,416  25,416  25,051  25,394  26,325  26,898  

小 計 51,511  53,480  53,348  54,076  55,876  56,824  

不燃物処理 
施設に搬入 

(t) 

家 庭 系 6,726  6,708  6,783  6,678  6,175  6,350  

事 業 系 1,026  980  916  871  804  840  

小 計 7,752  7,688  7,699  7,549  6,979  7,190  

直接資源化(t) 2,798  2,138  1,921  1,966  1,896  1,696  

資源回収等(t) 2,850  2,761  2,674  2,543  2,425  2,384  

合   計(t) 64,911  66,067  65,642  66,134  67,176  68,094  

一人当たり 

ごみ排出量(g)/１日 969  984  984  988  999  1,006  

資源化量(g)/１日 135  120  120  116  110  106  

資源化率(％) 14  12  12  12  11  11  

※直接資源化 

・ 
 
拠点回収機で回収されたペットボトルや缶、ステーションに出された新聞・雑誌など処理施設に搬入せず
直接資源化したもの。 

  ただし、安芸津地区は直接資源化せず、いったん施設に搬入するので、不燃物処理施設の実績に含む。 

※資源回収等 
・ 
 
家庭から排出されるごみのうち、ごみとして排出される前に、自主的に資源を回収しリサイクルしたもの。 

※資源化量 ・ 施設資源化量、直接資源化量及び資源回収量等の計を人口で除したもの。 

※資源化率 ・ ごみ排出量に占める資源化量の割合。 
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④ごみ処理経費の状況 

 ごみ収集業務の民間委託、ごみ処理行政の効率化により経費削減に努めてきましたが、組織の
広域化及び各種リサイクル施策の導入などにより、近年、本市のごみ処理経費は増加傾向にあり、
現在総額で２１億円程度が、ごみを処理するために費やされています。 
 環境省データによりますと、住民一人当たり経費は、本市が１１，５２６円であり、全国平均
の約１３，４００円より安い金額となります。 

（億円） 

一般廃棄物処理事業実態調査（環境省実施） 

⑤県内他市町の家庭ごみ有料化実施状況 

 

   実施市町１２団体／２３団体（県内市町）＝５２.１７％ 
 

   呉市、三原市、府中市、三次市、庄原市、大竹市、安芸高田市、 

   安芸太田町、北広島町、大崎上島町、世羅町、神石高原町 

  

  H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

年間処理経費 

16.1  17.2  19.8  20.6  18.7  17.9  19.6  19.9  20.0  21.2  
（建設・改良費除く） 

Ｈ１７比(%) 100.0  106.8  123.0  128.0  116.1  111.2  121.7  123.6  124.2  131.7  

建設・改良費 18.7  3.6  0.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

年間処理経費 

34.8  20.8  20.0  20.6  18.7  17.9  19.6  19.9  20.0  21.2  
（建設・改良費含む） 
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Ｑ,なぜ全国市町村の 

  約６割は家庭ごみを 

   有料化しているの？ 

Ａ,ごみの減量化と再生利用促進に、 

  ごみの有料化が有効なため、国全体の 

   施策の方針として明確化されたからです。 

⑥家庭ごみの有料化施策の背景 

 



１人一日ごみ排出量が平均より多い 

広島県８９９ｇ＜全国平均９４７ｇ＜本市９９９ｇ 

【Ｈ２６ 環境省実態調査結果】 

リサイクル率が平均より低い 

広島県２１.８％＞全国２０.６％＞本市１０.９％ 

【Ｈ２６ 環境省実態調査結果】 

ごみ処理経費は全国平均、県平均より安価 

市民一人当たり 約１万２千円／年≫全国１万３千円≫県１万４千円 

リサイクル費用年間約２億５千万円（Ｈ２６決算 組合負担金含） 

9 
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平成２６年度 
一般廃棄物実態調査結果 
（環境省公表データより） 

広島県内排出量・資源化データ比較 

県内ワースト４位 

⇒１人当たり９９９ｇ／日 

県内ワースト１位 

⇒ １０.９％ 
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広島県内ごみ処理費用データ比較 

⇒１人当たり１１,５２６円／年 
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Ｈ23 使用済乾電池拠
点回収 

使用済ライター 

拠点回収 

Ｈ24 減量モニター実
施と結果の公表 

ごみブック全戸
配布 

減量ＤＶＤ作成 減量出前講座 

生ごみ処理容器
購入補助 

（種類追加） 

Ｈ25 出前講座の積極
的活用 

古着古布 

拠点回収 

広報紙、ホームページ、
ＦＭ・ケーブルテレビに
よる啓発活動 

Ｈ26 使用済小型家電 

回収開始 

生ごみ処理容器
貸出事業開始 

広報紙シリーズ
掲載 

（Ｈ２７終了） 

Ｈ27 大型生ごみ処理
容器補助 

小型剪定枝破砕
機補助 

廃食油資源回収
報償金 

事業所への 

排出指導強化 

環境審議会からの有料化答申 

ごみの減量化方針策定 

これまでの主な減量化・資源化施策 



排出抑制
や再生利
用の推進 

その他の
効果 

公平性の
確保 

住民の意
識改革 
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排出量の多い住民と
少ない住民とでサー
ビスに応じた費用負
担に明確に差がつか
ない。納税していな
い住民がサービスを
受けると言う不公平
感もある。 

費用負担を軽減しよ
うとするインセン
ティブ（動機付け）
が生まれ、排出抑制
が期待できる。焼却
処分量の削減は温室
効果ガスの排出抑制
に寄与する。 

住民が処理費用を意
識することで、廃棄
物排出に係る意識改
革につながり、簡易
包装製品や詰替え商
品など廃棄物の発生
が少ない商品の選択
や不用不急の商品購
入の抑制、製品の再
使用の促進が期待さ
れる。 

手数料収入相当額を
もって、分別収集及
びリサイクルの実施
に係る費用など廃棄
物関連施策の拡充を
図り、循環型社会の
構築に向けた一般廃
棄物に係る施策の充
実が期待できる。 

3 有料化の目的 
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４ 有料化の効果 

【環境省 有料化手引き】 

 平成２７年度の１人１日当たりの家庭ごみ排出量は１００６ｇになり、基本計画及び東
広島市ごみ減量化・リサイクル推進計画[東広島市環境審議会答申]に掲げた目標を達成す
ることができません。 

 しかし、家庭ごみ有料化を含む基本計画に掲げた各種施策を実施した場合には、現状か
ら２割の削減が可能となり、環境基本計画の目標値である１人１日当たり８５０ｇを達成
が可能であると考えています。 
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家庭ごみ指定袋は、 

 平成２９年１０月１日に 

  処理手数料を加算した価格に  

   変更します。 

５ 有料化制度 

    単純比例型指定袋制を採用 

 

 燃やせるごみ １㍑＝ １  円 

 資源ごみ   １㍑＝  0.5 円 

 
 

※１枚当たり：燃やせるごみ指定袋４０㍑＝４０円 

       資源ごみ指定袋４０㍑  ＝２０円 

①実施時期 
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『燃やせるごみ』・『埋立ごみ』・『有害ごみ』用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『リサイクルプラ』・『ペットボトル』・『ビン・缶』用
（また、『燃やせない粗大ごみ』の小物を排出する際） 

10円/40ℓ（10枚100円） 

 7円/20ℓ（10枚  70円） 

 4円/10ℓ（10枚  40円） 

10円/40ℓ（10枚100円） 

 7円/20ℓ（10枚  70円） 

 4円/10ℓ（10枚  40円） 

 
 
 
 

『燃やせるごみ』・『埋立ごみ』・『有害ごみ』用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『リサイクルプラ』・『ペットボトル』・『ビン・缶』用 

40円/40ℓ（10枚400円） 

20円/20ℓ（10枚200円） 

10円/10ℓ（10枚100円） 

20円/40ℓ（10枚200円） 

10円/20ℓ（10枚100円） 

  5円/10ℓ（10枚 50円） 

有料化後 

②価格改訂 

家庭系ごみ指定袋 

現 行 
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③処理手数料の試算 

各世帯で排出されるごみの量は違いますが、
例えば、参考例で１世帯４人家族の場合を試
算した処理手数料は、概ねつぎのとおりです。 

袋の 
種類 

月間 
排出回数 

月間 
使用枚数 

処理手数料 

１枚当たり 月間 年間 

燃える
ごみ用 

４０㍑ 

週２回×４週 ８枚 ４０円 ３２０円 ３，８４０円 

袋の 
種類 

月間 
排出回数 

月間 
使用枚数 

処理手数料 

１枚当たり 月間 年間 

資源 

ごみ用 

４０㍑ 

週１回×４週 ４枚 ２０円 ８０円 ９６０円 
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Ｈ２９年１０月１日 

新指定袋の使用開始 

Ｈ３０年４月１日 

新指定袋へ完全移行 

 

Ｈ２９年９月３０日 

収納代理店での現行指
定袋の販売終了 

 

 
現行指定袋の使用可能期間：Ｈ30.3.31まで 

・新指定袋は平成２９年８月上旬から販売開始 

 

・現行指定袋は平成２９年９月３０日で販売終了 

 

・現行指定袋は平成３０年３月３１日まで使用可能（経過措置） 

 

・新指定袋への交換及び返品などは不可（多量買占め防止） 

４月１日以降 

新指定袋への交換及
び返品、差額精算な
どは行わないので計
画的な購入を周知 

④新旧指定袋の取り扱い 
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⑤減免措置（案） 

•２歳未満、介護、傷病によりおむつの必要な世帯対象 

•生活保護世帯は対象外 三原市 

•高齢者、乳幼児世帯対象 

•生活保護世帯対象 大竹市 

•児童扶養手当、特別児童扶養手当、紙おむつ助成受給
世帯、乳幼児扶養世帯対象 

•生活保護世帯対象 
呉 市 

•高齢者、障害者、乳幼児世帯対象 

•生活保護世帯対象 府中市 

県内他市事例 

• 出生～２歳までの２４カ月で最高２，４００
㍑分の指定袋（転入の場合は月割） 

２歳未満の乳幼児
を養育している人 

• 市介護用品購入助成券の交付を受けた方 

• 年間で最高２，４００㍑分の指定袋          
（転入、新規交付決定の場合は月割） 

高齢者家族介護用
品支給事業対象者 

• 市紙おむつ購入助成券の交付を受けた方 

• 年間で最高２，４００㍑分の指定袋           
（転入、新規交付決定の場合は月割） 

紙おむつ購入助成
券交付事業対象者 
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・分別種を東広島市内で統一（平成２９年１０月開始） 

・事業系手数料を２市１町で統一（平成３２年秋開始） 

・処理施設へ自己搬入する際の料金の統一（平成２９年１０月開始） 

・有料化に伴う還元対策の事務調整（健康福祉部・こども未来部） 

・減量化資源化のための還元施策等の検討 

・市民説明会の実施と事業系アパート、マンション住民への啓発 

・新しい指定袋のデザイン・仕様の作成・配送・販売委託契約事務等
（平成２８年度） 

・旧指定袋の保管場所の確保、利活用の検討（平成２８年度） 

 

統一 

対応 

指定袋 

６ 今後の調整事項 
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家庭ごみの有料化実施後も 

効果的な減量・資源化施策を
計画します。 

Ｈ28 事業所への 

排出指導強化 

事業系アパー
ト住民への減
量啓発 

ごみの減量化
と有料化を考
える講演会 

Ｈ29 新ごみブック
配付  

有料化実施 
剪定枝破砕車
両の運用開始 

ふれあい収集 減免措置 

Ｈ30 
大型生ごみ処
理機の学校等
公共施設設置 

不法投棄対策 
ごみステー
ションボック
ス整備補助 

資源回収報償
金制度拡充 

生ごみ処理容
器補助拡充 

Ｈ31 
事業系手数料
２市１町統一
協議 

還元施策 
（検討） 

還元施策 
（検討） 

Ｈ32 新処理施
設稼働 

事業系手数料
２市１町統一 

還元施策 
（検討） 

①今後の減量化・資源化策 
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市民 

• 排出困難者
へのふれあ
い収集 

• 減免措置
（排出量抑
制困難者へ
の指定袋交
付） 

事業者 

• エコショッ
プ認定 

• 大型生ごみ
処理機整備
補助 

 

地域団体等 

• 資源回収団体
報償金の増額 

• リサイクル推
進員 

• ごみステー
ションボック
ス整備補助 

• ごみ減量化・
資源化推進交
付金 

②還元施策案（検討中） 

不法投棄対策 

不適正排出対策 
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Ｈ28.4月 

Ｈ28.10月 

Ｈ29.10月 

市民講演会
（H28.7.31） 

有料化 

市民説明会 

安芸津地区住民
へのリサイクル
プラ分別説明会 

旧指定袋 

販売終了
（H29,9,15） 

購入済の旧指定袋
使用可能経過期間
（～Ｈ３０.３末） 

有料化実施： 
新指定袋販売開始、 

減免措置等実施 

 
 

 

市
民
説
明
（
公
表
） 

 
 

 

内
部
事
務
調
整 

賀茂環境センター・収集運搬業者協議 

減免措置協議（健康福祉部・こども
未来部・広島中央環境衛生組合） 

収納代理店変更契約 

（約２４０店） 

新指定袋の仕様（デ
ザイン）検討 

分別種の 

市内統一化 

不法投棄対策の強
化を検討・実施 

新指定袋作成委託・
旧指定袋在庫調整 

新収集日程の調整、
作成、配布 

排出困難者への対応策検討 

新ごみブック作成業務、全戸配布 

収納代理店在庫回収、
還付（約２４０店） 

減量施策、排出困
難者対策の強化を
検討・実施 

市環境審議会 有料化実施計画 

 

 
●H２８.３.２３  H２８.４.２５ 

     （意見聴取） 

●６月 案の報告 ③事務スケジュール 

広報等による有料化の周知 

市廃掃 

条例改正 

（H28.6） 

使用料等審議会
（H28.5.20） 

対応策追加検討 
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まとめ 

•家庭ごみの有料化は、    
平成２９年１０月1日から 

•現行の指定袋の使用は、     
平成３０年３月３１日まで 

•新たな減量化施策を展開し
循環型社会の構築を図る。 


